
事故事例４（一般貸切）下り坂でフェード現象により制動不能となり転落

曜日・時間・天候 （水 ・１１時０２分・晴れ）
場 所 一般道 制限速度 ４０㎞／ｈ
道路の状況 乾燥 幅員１０．５メートル 下り勾配（１０／１００）
運 転 者 年齢４４歳 運転歴４ヶ月（大型二種免許取得後５ヶ月）
乗務開始～事故発 １３０ｋｍ
生の乗務距離
損 害 重傷者１０名、軽傷者３５名
事故概要
当該バス運転者は、６時０９分に出庫。途中、３駅に立ち寄り、総勢乗客４５名、添乗員１名

を乗せ、熱海峠から県道１１号線（熱海函南線、カーブの連続）を下り、１０時０４分熱海梅園
に到着した。山側を経由し、臨時駐車場（峠付近）に駐車、４５分後、２カ所目の観光地へ向か
うため、熱海梅園から、再び乗客、添乗員を乗せ、方向転換のため、山側経由で同じ下り坂を三
度目に下る途中、ブレーキが利かなくなり、交差点を右折して上り坂方面へ転回させようとした
が、曲がりきれずガードレールを突き破り路外逸脱し、その後左下空き地（落差２ｍ）へ転落し
たもの。

車両幅 ２．４９ｍ
車線幅 片側３．５ｍ

60k/m当時の速度

種 別 ・ 形 状 普通・リアエンジン
乗 車 定 員 ５５名
当時の乗車人員 ４７名
推定原因 事故の要因 事故再発防止対策

運転者
下り坂でのフットブレーキ ・運転技術の習熟を図る。特に急な下り運転者
の多用 坂でのブレーキの使用方法の習熟

・車両異常時には運行を中止する等の措・経験の未熟 ・連続する下り坂でブレーキ使

置をとること。いすぎによりフェード現象の

発生

運行管理
下り坂でのブレーキの使用方法の指導
・急な下り坂ではフットブレーキのみでなく、運行管理 運行前点呼の未実施による
勾配に応じた変速段の使用、排気ブレーキの運行指示の不徹底

運転に関す ・当日運行前点呼を行っていな 使用等指導すること。・
運行経路の調査・運行指示の徹底る技能及び知識 いため、運行経路に連続する

の教育不足 急な下り坂があるにも係わら ・運行経路の調査を確実に行うこと。

ず的確な指示がされていなか ・運行前点呼を確実に実施し、運行経路におけ

った。 る危険箇所を点呼時に的確に指示すること。

適性診断結果に基づく助言指導の実施
・初任適性診断を受診させ適性診断結果に基づ

く助言指導及び特別な教育を実施した後乗務

させる。

車両管理
車両管理ブレーキ調整の不良
定期点検整備の確実な実施・整備不良 ・ドラムとライニングの隙間の

調整ミス ・定期点検整備を確実に実施し、ブレーキ調整

などは整備工場等などで行う。排気ブレーキの不作動
確実な日常点検の実施及び運行可否の決
定


